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滋賀医科大学附属病院産婦
人科の更年期外来では、簡略
更年期指数（ＳＭＩ）を用いて、
症状の種類や程度を把握し
ようとしています。一度、自己
採点されてはいかがでしょう
か。およその目安として50
点以上の場合、更年期障害と
考えられます。45歳から55
歳の女性で、月経が不順もし
くは閉経かもしれないと思わ
れる方は更年期外来でご相談ください。�
卵巣機能を、血液検査で下垂体性性腺刺激
ホルモン、エストラジオールを測定するこ
とによって評価することができます。また、
更年期障害だと思いこんでいたら、内科や
整形外科の病気であることも少なくありま
せん。お困りでしたらご相談ください。�
更年期障害、症状がつらいときは我慢せず、婦人科医にアドバイスを受けましょう。�
①泌尿生殖器症状�
　女性の性器は閉経して２～３年
すると、エストロゲンの欠乏症状
がでてきます。外陰部の皮膚が乾
燥してかゆみがでたり、膣に炎症
をおこしておりものがふえたりす
るほか、性交障害をおこすことが
あります。また、長期にわたりエス
トロゲンが欠乏すると尿道がゆる
み尿失禁をおこすことがあります。�
②心血管系疾患�
　一般に、女性は男性に比べてコ
レステロール値が低く、動脈硬化
も少ないといわれています。とこ
ろが、閉経を迎える頃からコレス
テロール値は急激に上昇し、動脈
硬化も増加します。これは、血管
壁へのコレステロールの蓄積を
防ぎ動脈硬化を予防する働きを
もつエストロゲンが低下するため
と考えられています。�
③骨粗鬆症�
　骨粗鬆症になると、よろけて手
をついたりつまずいて転ぶといっ
た小さな事故でも、簡単に骨がつ
ぶれたり骨折してしまったりします。
折れた骨の部位によっては歩けな
くなったり、高齢の方では寝たきり
になってボケにつながることも少
なくありません。圧倒的に閉経し
た後の女性に多い病気です。�
　これは、閉経を迎え女性ホルモ
ンが減少すると、骨から溶け出すカ
ルシウムが多くなるからです。この
時期の女性をよく診察する機会の
ある婦人科の医師が、この骨粗鬆
症に積極的にかかわることは中高
年の女性の健康をまもるには必要
なことだと考えています。�
2.老年期の症状�
滋賀医科大学附属病院� 2001.05.01
骨粗鬆症の診断は、骨量を測定するこ
とで行えます。滋賀医科大学附属病院
では、放射線部で二重エックス線吸収
測定装置（ＤＥＸＡ）を使って骨密度を
測定し、骨粗鬆症の検診・診断をおこな
っています。検診は産婦人科でも受け
られます。�
骨量の測定結果をもとに、積極的に骨
粗鬆症の予防に取り組みましょう。カル
シウムやビタミンＤの多い食品を取り、
１日30分日光を浴びて運動しましょう。�
女性は、閉経を境に骨粗鬆症にかかりやすくなります。検診を受けましょう。�
月経異常　月経不順、不正出血�
自律神経失調　ほてり、のぼせ、発汗、動悸、めまい�
精神神経症状　頭重感、不眠、不安、憂うつ�
泌尿生殖器の萎縮症状　外陰掻痒感、膣炎、性交障害、尿失禁�
動脈硬化　高血圧、心筋梗塞、脳卒中�
骨粗鬆症　骨折、腰痛�
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この冊子は再生紙を使用しています。�
参考図書/更年期で変わる心とからだあなたへ・財団法人家庭保健生活指導センタ ・ーホルモン補充療法・研修ノ トー日本母性保護産婦人科医会�
よりよい医療の実践に向けて��
¡患者さん本位の医療を実践します。�
¡信頼・安心・満足を与える病院を目指します。�
¡あたたかい心で最先端の医療を提供します。�
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滋賀医科大学�
医学部附属病院では�
�
滋賀医科大学附属病院TOPICSは、患者さんに役立つ保健医療情報の提供を目的として発刊されています。�
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ホルモン補充療法�
出血�
　女性ホルモンを投与しているわ
けですから当然ともいえますが、
閉経したのに月経の時のような出
血がおこることがあります。また
服用中にも不正出血が起きること
があります。しかし、服用法によっ
ては６カ月から１年で出血を消失
させる服用法もあります。�
�
�
ガン�
　ホルモン補充療法を開始する
場合は、乳ガン検診と子宮体ガン
検診をおこないます。異常がなけ
れば、ホルモン補充療法がガンを
増加させるという確かな証拠はな
にもありません。むしろ、エストロ
ゲンだけ服用するのではなく、も
うひとつの女性ホルモンである黄
体ホルモンを同時に服用すれば、
子宮体ガンについては服用してい
ると発生率が低くなることが判明
しています。�
　乳ガンについては今までに50
以上の調査研究がなされており、
ＨＲＴを受けることによって乳ガン
の発生が増加するとの結果もでて
いますが、増加しないあるいは減
少するとの結果もあります。もう少
し検討することが必要でしょうが、
結論として、乳ガンはＨＲＴを受け
てもあまり変わらないか、増加して
もわずかなものと考えて良いので
しょう。�
気になる副作用は？�
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簡略更年期指数�
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（滋賀医科大学附属病院更年期外来）�
グラフは、患者さんそれぞれの検査の変化を示しています。�
更年期障害に対してHRTをおこなうと短期間のうちに、のぼせや発汗といった症状が
改善し、簡略更年期指数は低下します。高脂血症も多くの場合改善傾向を示し、平均
で約10％コレステロール値が低下します。閉経後の骨量減少はHRTによって歯止め
がかかり、骨量は増加します。�
ホルモン補充療法（HRT）の効用�
　女性ホルモンの低下にともなって、
更年期や老年期にあらわれるさま
ざまな症状や疾患の予防・治療を
おこなうという目的で、薬剤でエ
ストロゲンを補う「ホルモン補充
療法（ＨＲＴ）」が中高年の女性の
医療に取り入れられています。�
　「ホルモン補充療法」の効用と
しては、更年期障害の諸症状の改
善はもちろん、皮膚の弾力性を取
り戻し、夜はよく眠れて物忘れも
減るといったことがわかっています。
長期に服用すれば、骨量の増加に
より骨粗鬆症を予防し骨折を減少
させ、またコレステロールを減少
させ、心筋梗塞や脳卒中の発生を
約１／２に減らすことがわかってい
ます。総じて、ＨＲＴをおこなうこ
とによって、寿命が延びることが
明らかとなっています。�
　滋賀医科大学産婦人科でも年々
ホルモン補充療法を受
けておられる患者さん
は増加しています。更
年期障害の治療なら短
期間でも効果がありま
すが、骨粗鬆症の予防
のために、60～65歳まで長期の
服用をされている患者さんも少な
くありません。� TOP ICS
